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学びの扉は開いています
弓道教室

　6月4日から8月6
日までの毎週土曜日、
香取神宮で行われた
弓道教室には、市内
の初心者約10人が
集まりました。指導
するのは体育協会佐
原支部弓道部の林髙
志さんたち。訪問し
た7月23日は８回目
で、参加者が弓を引
く姿も形になってき
たところです。その様子を見守りながら、「教室をきっかけに弓道をす
る仲間が増えてくれたら…」と指導陣。静かな道場に矢を放つ音が連
続して響きます。参加者は気持ちを引き締め黙々と弓道に打ち込んで
いました。

▲一対一で丁寧な指導

最高の悲鳴を求めて
きもだめし大会

　7月31日、山田児
童館に響き渡った叫
び声。年に一度のき
もだめし大会当日は、
背筋が凍る恐怖を求
めて、子どもたちが
列を作りました。
　今年は、小学生か
ら高校生までのボラ
ンティアメンバーが、
社会福祉協議会の協
力を得て手作りのお
化け屋敷を作り上げました。「血だらけの医者」役の佐原白楊高校の
生徒は、「セットの完成度がとても高いので、私も一人でも多く怖が
らせられるように頑張ります！」と開場前に語ってくれた意気込み通
り、たくさんの子どもたちに涼を届けていました。

▲狭い通路でゾンビがぬっと登場

楽しくホットなまちの話題をご紹介

▲自信を胸に、緊張のスタート前（左から越川さん・木村さん）

市内中高生が水上スポーツで全国優勝

　市内の中高生が水上スポーツの全国大会で大躍進しています。
　7月29日から31日まで、山形県月山湖で行われた全国中学生カヌー選
手権大会の女子カヤックフォア（4人漕

こ
ぎ）で、小見川中学校カヌー部の3

年生4人が優勝しました。中でも諏訪智美さんはシングル（1人漕ぎ）・ペ
ア（2人漕ぎ）と合わせて三冠を達成しました。4人は国体関東ブロック予
選でもフォアで優勝を果たし、全国で唯一、中学生として、いわて国体
出場の切符を手に。柳堀あいりさんは「高校生たちに、チャレンジャーとし
て挑みたいです」と、大会に向けて静かに燃える決意を語ってくれました。
　一方、島根県さくらおろち湖で7月29日から8月1日まで行われた全国
高等学校総合体育大会のボート競技では、小見川高校ボート部の越川
智宏さん（3年）・木村太一さん（2年）の2人がダブルスカル（2人漕

こ
ぎ）で

優勝しました。木村さんは「日々の練習が成果につながり、とてもうれし
かったです。国体でも良い成績を収めたいです」と話し、手ごたえを感じ
ている様子でした。
　また、佐原高校の八

ほ
角
すみ
周平さん（3年）は、8月9日から12日まで山口

県中山湖で行われた同大会カヌースプリント・カナディアンシングル500
メートルで2連覇を達成。200メートルでも優勝し、世界の舞台を経験
している実力を存分に発揮しました。快挙を成し遂げた八角さんは「2つ
の種目とも自己記録を更新し優勝できたことが、とてもうれしかったです。
ここまでサポートしてくださった方々には本当に感謝しています」と、自身
最高のプレーでの優勝に喜びを見せていました。

▲インターハイ2連覇で笑顔がこぼれる（八角さん）
積み重ねた日々の結晶

▲左から柳堀あいりさん・諏訪智美さん・
髙野真緒さん・髙橋星

せ
菜
な
さん
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▲最終日には積極的に作業する中学生

　7月25日から27日までの3日間、助沢の岩井製菓に職場体験学習
で中学2年生4人が訪れました。主な仕事は清掃・包装・製造で、4
人はコミュニケーションをとりながら真剣に取り組んでいました。
　「製造業に興味があった」と言う中学生が体験して一番難しかっ
た仕事は団子作りで、機械から団子が出てくるタイミングがなかな
かつかめなかったようです。お店の人は中学生の働きぶりについて
「2、3日目になると進んでいろいろやってくれて助かっている」と
話していました。体験の最後には、自分で団子を焼いてみたそうです。

みんなで真剣にお団子作り
栗源中学校職場体験学習

水泳帽がお気に入り☆
アンパンマン大好き！

ヤンチャでイタズラ！
わが家の♡アイドル♡

ダンスとイタズラが
大好きでーす♡

ご飯大好き♡元気いっぱい
いたずら坊っちゃま☆
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1歳9カ月（野田）

パパ 諭さん ママ 昌代さん

篠
しの

塚
つか

 光
ひかる

くん
1歳9カ月（三ノ分目）

パパ 修平さん ママ 友美子さん
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1歳9カ月（篠原ロ）

パパ 実さん ママ 玲子さん
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くん
1歳9カ月（片野）

パパ 尚之さん ママ 美香さん

リハビリテーション科
科長補佐
志田　健一

小見川総合病院だより vol.2

地域に根差したリハビリを

香取市東庄町病院組合が運営している国保小見川総合病院の
診療内容をシリーズでお届けします。

入院中・退院後のリハビリを実施
　リハビリテーション科は、急性期のリハ
ビリテーションを中心に、整形外科、内科、
外科などの入院患者に対し、リハビリテー
ションを実施しています。特に脊椎脊髄セ
ンターの手術後のリハビリテーションに力
を入れています。さらに退院後の患者には、
通院での外来リハビリや、在宅患者を対象
とした訪問リハビリを実施しています。ま
た、当科に在籍する専門職スタッフ6人が、患者に対する身体機
能回復を目的としたリハビリのほか、住宅改修の相談・福祉機器
の選定や家族への介助方法の説明などを行い、安心して自宅での
生活ができるように配慮しています。
建て替え時には地域包括ケア病床が新設
　平成31年4月の新病院の建て替えで、地域包括ケア病床が新設
されます。この病床は急性期を経過して病状の安定した患者の退
院に向けた準備や、すでに介護を受けて生活をしている人が、突
然体調を崩し、普段の生活が不自由になった時、一時的に入院し
て適切な治療と集中的なリハビリを受け、また元気に住み慣れた
地域に復帰できるよう、支援する病床です。
予防的リハビリテーションを目指して
　当科は将来的な地域の高齢化社会などに対応できるよう、予防
的リハビリテーションへの取り組みを進めていきます。そのため、
スタッフ個々の技術向上はもちろん、患者ひとりひとりの状態に
対応できるトレーニングマシンをはじめとするリハビリ機器の充
実も図っていきます。
　私どもリハビリスタッフが皆さまにお会いする時は、突然、入
院を余儀なくされた時や手術後などのつらい時だと思いますが、
常に皆さまの気持ちに寄り添い、リハビリを提供していきます。

▲フィナーレは夜空を黄金に染める

　8月1日に、今回で第120回を数えた水郷おみがわ花火大会が開
催され、多くの花火が鮮やかに利根川を彩りました。
　日中は雨天だったため開催が危ぶまれましたが、花火が上がるこ
ろには天気も回復し、会場に詰めかけた大勢の観客は目の前に広が
る大輪の花に大喝采。いくつもの大玉が天高く打ち上がったかと思
えば、船上から水中に放たれる特大水中スターマインは水上に美し
い半円を描きます。それを見た観客は「すごい音だね！」「水中花
火は初めて見た！」と、大興奮の様子で感想を語り合っていました。

120回目の轟
ごう

音
おん

響く
水郷おみがわ花火大会

「水郷おみがわ花火
大会」を動画で見よう‼
　スマートフォンでア
プリを起動し、この写
真にかざしてください

　多古高校3年生の秋山優紀さんが
7月に3日間、市役所の広報部署で
インターンシップ（就業体験）を行い、
出身中学の後輩たちの職場体験の
様子を取材しました。

この記事は高校生記者が
担当しました


